
 
人文書・歴史書 ご担当者 様 

有志舎の新刊です。2024年 12月下旬刊行  

―密造される共和主義― 
住友陽文 著 

四六判・ハードカバー・340ページ 本体価格 3,400円 

 
天皇と国民とは、法や制度ではなく、情誼的・人格的・道徳的にこそ結合しているのだという 

戦前からの「君民一体」論・「共和制的理念」は日本国憲法に継承されて戦後日本の基底を支え 

ていった。戦前の国体の一部は戦後の憲法体制の前提となっていったのである。 

〈著者紹介〉住友陽文（すみとも あきふみ）：大阪公立大学教授 

 

～版元から～ 戦後の「人間宣言」によって、天皇と国民の間の関係を正統化していた神話が否定されたことで、 

かえって天皇と国民の間は法的・制度的関係などの「他人行儀」な関係ではなく、私人どうしの「信頼と敬愛」に 

よって結ばれた人格的な関係であるという歴史が重視されるようになり、現在に至っています。それはまた、戦前 

におけるデモクラシーの在り方とも関係していました。無政府主義者・幸徳秋水や大正期を代表するデモクラット 

の吉野作造と代議制への批判者であった上杉慎吉、さらに戦後の中曽根康弘の共和主義思想までを分析し、日本に 

とって国体とは何か、デモクラシーとは何か。また、なぜそれが天皇と人民との人格どうしの法外の結びつきとし 

て求められ続けなければならなかったのかを解明します。 
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